
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔中村研一画絵葉書〕 

中村研一 1895～1967 年 

〔清水登之画絵葉書〕 

清水登之 1887～1945 年 

口絵０ 



                     
 

口絵１ 



 

 
 

              
 

口絵２ 

〔
戦
争
柄
端
布
〕 

岩
松
寺
寄
贈
史
料
。 

富
貴
長
生
、
男
児
誕
生
を
祈
る
吉
祥
模
様
と
し
て
、
男
子
に
と
っ

て
の
立
身
出
世
の
象
徴
で
あ
っ
た
城
や
軍
務
を
寿
ぐ
図
柄
が
描

か
れ
て
い
る
。 

第
二
部 

解
説
編
「「
衣
」
に
入
り
込
む
戦
争
」
参
照
。 



                           

口絵３ 



 

                           

〔
千
人
針
〕 

千
人
針
は
、
日
中
戦
争
～
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
流
行
し
た

も
の
で
、
さ
ら
し
の
綿
布
に
、
赤
の
綿
糸
で
、
女
性
に
一
針
ず
つ

縫
っ
て
も
ら
い
、
千
人
の
女
性
に
よ
る
千
針
の
刺
子
を
出
征
兵
士

に
贈
り
、「
弾
丸
よ
け
」
と
し
た
も
の
。 

虎
の
絵
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
虎
は
千
里
を
行
っ
て

千
里
を
帰
る
」
と
い
う
言
葉
に
ち
な
ん
で
出
征
者
の
無
事
を
願
い

虎
の
刺
繍
を
し
た
も
の
。 

針
は
二
箇
所
に
分
か
れ
て
刺
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
八
〇
二

針
＋
二
一
二
針
の
計
一
〇
一
四
針
刺
さ
れ
て
い
る
。 

第
二
部 

解
説
編
「「
衣
」
に
入
り
込
む
戦
争
」
参
照
。 

口絵４ 



                        
 

口絵５ 



 

                       
 

国
旗
へ
の
寄
せ
書
き 

旗
に
人
々
が
寄
せ
書
き
を
し
て
出
征
す
る
人
に
持
た
せ
た
も
の

だ
が
、
実
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

そ
の
理
由
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
の
上
浅

羽
村
「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」
に
は
「
入
営
応
召
兵
持
参
ノ
国

旗
ニ
ハ
寄
書
ヲ
為
サ
ザ
ル
コ
ト
（
国
旗
ノ
尊
厳
ヲ
傷
ク
ル
タ
メ
）」

と
あ
り
、
国
旗
へ
の
寄
せ
書
き
は
、
国
旗
の
尊
厳
を
傷
付
け
る
行

為
と
さ
れ
て
い
た
た
め
ら
し
い
。 

第
二
部 

解
説
編
「「
衣
」
に
入
り
込
む
戦
争
」
参
照
。 

口絵６ 

上
写
真
の
国
旗
に
は
「
祈
武
運
長
久
」
、
「
為
木
村
増
雄
君
／
鷲
山
弘

作
」、「
陸
軍
少
将
田
中
正
季
」
と
あ
る
。 

鷲
山
弘
と
い
う
人
物
が
企
画
し
、
陸
軍
少
将
田
中
正
季
が
「
祈
武
運
長

久
」
と
い
う
文
字
を
揮
毫
し
、
木
村
増
雄
に
贈
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

禁
止
さ
れ
て
も
、
国
旗
を
贈
る
風
習
は
途
絶
え
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 



                  
 

口絵７ 



 

                           

上
写
真
の
国
旗
は
松
尾
佐
一
郎
（
第
二
部 

解
説
編
「
松
尾
医
官
」
参

照
）
の
も
の
。 

国
旗
寄
せ
書
き
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
も
の
が
多
い
。 

口絵８ 



                         
 

口絵９ 



 

                     

「
生
活
新
体
制
実
践
要
項
」 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
一
月
十
六
日
に
、
日
中
戦
争
の
長
期

化
を
受
け
て
、
倹
約
を
主
と
す
る
「
生
活
新
体
制
」
の
実
践
を
う

っ
た
え
た
も
の
。 

第
二
部 

解
説
編
「
生
活
」
な
ど
参
照
（
多
く
の
項
で
こ
の
史
料

に
触
れ
て
い
る
）。 

口絵 10 



      
 



 

                   
 

「
中
遠
十
二
勝
並
名
物
料
理
」 

秋
葉
・
福
田
・
森
・
可
睡
・
法
多
・
豊
浜
・
油
山
・
横
須
賀
・
山

梨
（
袋
井
市
北
部
の
地
名
で
す
）・
浅
羽
・
原
川
・
袋
井
の
十
二
の

地
点
を
「
中
遠
十
二
勝
」
と
し
て
、
名
所
と
名
物
料
理
を
作
り
、

パ
ッ
ク
で
売
り
だ
そ
う
、
と
い
う
案
な
の
だ
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
な

ど
は
か
な
り
適
当
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

「
ハ
ッ
タ
ト
ギ
ス
」（
法
多
＋
ホ
ト
ト
ギ
ス
）
な
ど
、
名
前
か
ら

内
容
が
想
像
で
き
な
い
料
理
が
多
い
。 

第
二
部 

解
説
編
「「
食
」
に
入
り
込
む
戦
争
」
参
照
。 

口絵 12 



              
 

口絵 13 



 

                 
 

兵
士
の
見
送
り
と
出
迎
え 

出
征
兵
士
の
見
送
り
と
、
帰
還
す
る
兵
士
の
出
迎
え
に
は
、
時
期

に
よ
っ
て
様
々
な
規
制
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

戦
況
の
悪
化
に
よ
り
、
戦
没
者
が
増
え
る
と
、
軍
も
遺
族
の
感
情

に
配
慮
し
、
帰
還
兵
の
出
迎
え
を
自
粛
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た

り
、
戦
争
末
期
に
は
、
防
諜
の
た
め
出
迎
え
、
歓
迎
の
儀
礼
を
禁

止
し
た
り…

…

。 

第
二
部 

解
説
編
「
兵
の
見
送
り
と
帰
還
」
参
照
。 

前
ペ
ー
ジ
の
ホ
ー
ム
入
場
制
限
は
、
ま
だ
防
諜
が
叫
ば
れ
て
い
な
い
時

期
の
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
か
な
り
盛
大
な
見
送
り
が
行
な
わ

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。 

上
は
、
防
諜
の
た
め
の
注
意
を
呼
び
か
け
る
回
覧
板
で
す
が
、「
例
へ

ば
こ
ん
な
通
信
は
い
け
ま
せ
ん
」
の
欄
に
あ
る
例
を
見
る
と
、
ス
パ
イ

以
外
で
こ
ん
な
通
信
を
す
る
人
が
い
る
の
か
な
あ
、
と
い
う
よ
う
な
も

の
ば
か
り
で
す
。 

口絵 14 



               
 

口絵 15 



 

              
 

松
尾
医
官 

三
川
の
松
尾
佐
一
郎
は
、
医
官
と
し
て
中
国
で
地
域
医
療
に
従
事

し
ま
し
た
。
主
に
雲
崗
石
窟
寺
院
に
近
い
広
霊
県
維
新
村
で
活
動

し
て
い
た
よ
う
で
す
。 

第
二
部 

解
説
編
「
松
尾
医
官
」
参
照
。 

口絵 16 



                  
 

上 
 

雲
崗
石
窟
寺
院
パ
ノ
ラ
マ
写
真 

左
下 

広
霊
県
維
新
村
の
人
た
ち
と
松
尾
医
官 

（
中
央 

松
尾
医
官
） 

 

口絵 17 



 

                
 

口絵 18 



  
 

口絵 19 



 

  
 

口絵 20 



             
 

大
日
本
国
防
婦
人
会
襷 

国
防
婦
人
会
は
、
割
烹
着
に
襷
、
と
い
う
服
装
で
活
動
し
た
婦
人

団
体
。 

各
種
婦
人
会
は
、
軍
事
援
護
を
目
的
と
し
て
い
た
。 

第
二
部 

解
説
編
「
婦
人
会
」
参
照
。 

口絵 21 



 

                 
 

折
り
目
を
見
る
と 

も
と
は
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」
と
印
刷
さ
れ
た
襷
。
裏
面
に
型

抜
き
文
字
で
「
袋
井
町
婦
人
会
」
と
い
う
文
字
を
書
い
て
い
る
。 

襷
に
は
強
い
折
り
目
が
つ
い
て
お
り
、「
袋
井
町
婦
人
会
」
側
が

強
い
山
折
り
線
の
た
め
、
旧
所
有
者
は
「
袋
井
町
婦
人
会
」
と
書

か
れ
た
面
を
主
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

左
に
折
り
目
部
分
の
拡
大
写
真
。 

口絵 22 



                  
 

口絵 23 



 

                   
 

ラ
ジ
オ 

ラ
ジ
オ
は
軍
事
的
に
も
重
要
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
昭
和
に
大
き

な
影
響
力
を
持
っ
た
。 

写
真
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
九
月
『
ラ
ヂ
オ
の
お
す
ゝ
め
』

（
本
書
五
九
号
）。 

第
二
部 

解
説
編
「
ラ
ジ
オ
」
参
照
。 

口絵 24 



  
 

管制電灯（上写真）と管制電灯カバー（下） 

口絵 25 



 

  
 

口絵 26 

［
上
段
］ 

 

此
の
防
空
カ
バ 

ー
を
平
常
に
用 

ゆ
れ
ば
安
眠
に 

！
健
康
に
！
第 

一
で
す 

是
非
平
常
に
御 

使
用
イ
ザ
空
襲 

に
も
適
用
す 

  

［
下
段
］ 

 

防
空
カ
バ
ー 

ム
ラ
イ
式 

非
常
管
制
用 

此
ノ
丸
ボ
ー
ル
ヲ 

平
常
ソ
ケ
ツ
ト
ノ 

ツ
マ
ミ
ニ
カ
ケ
テ 

置
ク
事 

（
登
録
願
済
） 



 

年月日不明（昭和）「袋井音頭踊り方」（本書 333 号） 

口絵 27 


